
（第三種郵便物認可）２０１１年５月２５日 大阪歯科保険医新聞（５、15、25日発行）（３）

協会行事案内講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会
までお申し込み下さい。 お申し込みは 電　　話　06-6568-7731

ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

７
月
度
生
涯
研
修

日
時　

７
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

小
野
圭
昭
氏（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
者
歯
科
学
講
師
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

フ
ル
デ
ン
チ
ャ
ー
の
臨
床
〜
義
歯
の
調
整
〜

第
５
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会

日
時　

６
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　
　
　

午
前　

分
科
会
・
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　

午
後　

基
調
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

基
調
講
演
講
師　

森
啓
氏
（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
医
学
研

究
所
老
年
医
科
学
大
講
座
教
授
）

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト　

村
内
光
一
氏
（
尼
崎
市
開
業
）
ほ
か

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
・
保
険
医
会
館

会
費　

会
員
、
会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
無
料

昼
食
代　

１
０
０
０
円
（
希
望
者
の
み
事
前
申
し
込
み
）

防
げ
る
、治
せ
る
、認
知
症

大
阪
市
西
部
・
南
部
・
東
部
地
区

日
時　

６
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

西
出
知
子
氏
（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

洗
練
さ
れ
た
接
遇
・
マ
ナ
ー
基
礎
編

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会　

大
阪
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

日
時　

６
月
４
日
（
土
）
午
後
３
時
〜

費
用　

１
０
０
０
円
（
資
料
代
、「
暮
ら
し
の
今
昔
館
」
見

学
料
）

コ
ー
ス　

Ｊ
Ｒ
東
西
線
「
大
阪
城
北
詰
」
駅
改
札
集
合
↓
網

島
↓
藤
田
邸
公
園
↓
明
治
18
年
大
洪
水
堤
防
跡
↓

都
島
由
来
記
↓
桜
宮
橋
↓
大
阪
水
道
発
祥
地
↓
コ

レ
ラ
チ
フ
ス
隔
離
施
設
跡
↓
「
天
６
ガ
ス
爆
発
事

故
」
慰
霊
碑
↓
暮
ら
し
の
今
昔
館
↓
天
神
橋
筋
６

丁
目
駅

案
内
人　

西
俣
稔
（
大
阪
案
内
人
）

※
懇
親
会　

個
室
居
酒
屋
「
し
げ
み
」
午
後
５
時
15
分
〜

（
会
費
は
３
０
０
０
円
程
度
）

緑
あ
ふ
れ
る「
藤
田
邸
公
園
」と
船
場
の
町
並
み「
暮

ら
し
の
今
昔
館
」見
学
・
大
川
左
岸
を
歩
く

ド
や
ブ
テ
ィ
ッ
ク
が
軒
を
連

ね
る
大
型
複
合
商
業
施
設
の

部
類
に
入
る
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
な
ど
大
量
電
力
消

勢
が
大
坂
城
を
取
り
囲
ん
で

い
た
。

　

５
月
６
日
に
は
、
後
藤
又

兵
衛
と
木
村
重
成
、
翌
７
日

に
真
田
幸
村
た
ち
が
桜
花
の

が
変
わ
っ
た
。
建
造
物
と
は

人
間
の
排
出
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

数
量
単
位
で
示
し
た
も
の
に

他
な
ら
な
い
。
自
己
完
結
型

で
物
を
生
産
し
た
り
、
た
め

た
り
し
な
い
動
物
の
個
体
サ

イ
ズ
は
、
長
さ
や
重
量
で
測

る
が
、
微
生
物
は
酸
素
消
費

の
重
量
で
測
れ
ば
、
先
進
国

の
人
間
は
恐
竜
の
何
百
倍
に

も
肥
大
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

自
然
災
害
の
な
か
で
戦
争

し
た
り
、
必
要
以
上
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
食
い
荒
ら
す
人
間

は
、
自
然
と
の
調
和
の
下
手

な
生
物
な
の
か
。

　

大
阪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ

ィ
は
商
業
施
設
だ
が
、
昔
の

市
場
の
喧
騒
と
は
別
の
美
意

識
を
備
え
た
ア
ー
ト
で
建
築

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
熱
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
多
く
含
ん
で
い
る
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
悪
い
が
、

人
工
の
華
や
か
さ
の
な
か
に

私
は
空
し
さ
に
通
ず
る
も
の

を
感
じ
る
。

 

（
新
聞
部
・
篠
部
正
夫
）

量
や
炭
酸
ガ
ス
排
出
量
で
測

る
。

　

恐
竜
は
重
量
で
大
き
さ
を

示
す
が
、
人
間
を
一
人
当
た

り
の
排
泄
物
つ
ま
り
建
造
物

費
の
お
蔭
で
、

年
寄
り
で
も
気

楽
に
立
ち
寄
れ

る
。
こ
の
不
景

気
に
見
歩
く
だ

け
で
も
リ
ッ
チ

な
気
分
に
な
れ

228

華
や
か
さ
の
中
の
空
し
さ

　

大
型
連
休
に
合
わ
せ
て
大

阪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
が

５
月
４
日
に
華
々
し
く
オ
ー

プ
ン
し
た
。
一
言
で
言
え

ば
、
こ
れ
は
近
年
至
る
所
に

出
現
し
た
百
貨
店
や
ブ
ラ
ン見歩くだけでもリッチな気分になれる豪華さ

同
じ
時
空
に
あ
る
。

　

空
も
海
も
自
然
災
害
の
頻

度
も
今
と
変
わ
っ
て
い
な

い
。
河
川
な
ど
の
多
少
の
地

形
と
巨
大
建
造
物
の
量
だ
け

後
を
追
っ
て
散
り
、
８
日
に

は
秀
頼
と
淀
殿
の
自
刃
で
豊

臣
家
は
滅
び
た
。
そ
の
前
年

の
大
坂
冬
の
陣
の
最
中
に
、

今
と
な
っ
て
は
被
害
の
程
度

も
分
か
ら
な
い
が
、
広
域
の

大
地
震
が
あ
っ
た
。
そ
の
翌

日
に
両
軍
の
武
者
た
ち
は
今

福
、
鴫
野
の
辺
り
で
激
戦
し

た
ら
し
い
。

　

当
時
の
大
阪
北
部
は
人
口

も
少
な
い
寒
村
だ
っ
た
が
、

地
球
規
模
で
言
え
ば
現
在
と

る
豪
華
さ
で
人
を
引
き
付
け

る
。
ま
る
で
あ
の
超
派
手
好

き
だ
っ
た
秀
吉
の
怨
念
が
よ

み
が
え
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

３
９
６
年
前
の
同
月
同
日

に
は
、
現
在
こ
こ
に
押
し
寄

せ
て
い
る
珍
し
が
り
や
の
群

集
の
何
倍
も
の
徳
川
方
の
軍

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
」第
２
回
総
会

日
時　

６
月
12
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

会
費　

無
料

講
師　

山
田
兼
三
氏
（
元
南
光
町
長
）

市
民
講
座　

歯
を
大
切
に
し
て
健
康
が
花
咲
い
た
町

８
０
２
０
運
動
発
祥
の
地
、兵
庫
県
・
南
光
町
の
経
験
か
ら

Osaka-Station-City
Osaka-Station-City

よ
っ
て
、
支
払
基
金
は
生
き

残
る
た
め
に
「
改
革
」
を
決

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
て
い
る
。

　

そ
の
改
革
の
基
本
は
、
電

子
レ
セ
プ
ト
に
よ
る
請
求
が

２
０
１
５
年
に
は
全
体
件
数

の
96
・
５
％
（
歯
科
で
86
・

３
％
）
ま
で
普
及
す
る
見
込

み
を
立
て
て
お
り
、
こ
の
電

子
レ
セ
プ
ト
に
対
応
し
た
審

支
払
基
金
と
国
保
連
を
競
わ
せ

医
療
費
削
減
狙
う　
　
　
　
　

い
る
。
ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
機
能
を
最
大
限
活
用
し

審
査
の
充
実
を
図
る
よ
う
求

め
て
い
る
。

　

レ
セ
プ
ト
審
査
率
と
手
数

料
の
連
動
と
は
、
審
査
機
関

で
の
減
点
査
定
が
多
け
れ
ば

多
く
の
手
数
料
を
払
う
が
、

減
点
査
定
が
少
な
い
と
手
数

料
も
少
な
く
す
る
と
い
う
も

の
で
、
支
払
基
金
に
と
っ
て

ち
ら
も
が
総
医
療
費
を
減
ら

す
た
め
に
、
コ
ス
ト
面
か
ら

物
事
を
と
ら
え
「
見
直
せ
」

査
及
び
請
求
支
払
の
業
務
を

構
築
す
る
こ
と
に
お
い
て
い

る
。
も
う
一
点
は
、「
よ
り

良
い
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
安

く
」
提
供
す
る
こ
と
を
目
指

す
と
し
て
い
る
。

　

で
は
、
審
査
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
改
革
し
て
い
く
の

み
れ
ば
審
査
手
数
料
が
引
き

下
が
れ
ば
、
職
員
の
人
員
削

減
や
給
与
等
の
引
き
下
げ
を

し
な
け
れ
ば
運
営
で
き
な
く

な
る
。
ま
た
、
国
保
連
と
統

合
と
な
れ
ば
ど
ち
ら
か
が
残

る
に
し
て
も
、
大
幅
な
人
員

削
減
を
避
け
て
通
れ
な
い
。

を
契
機
に
、
２
０
１
０
年
４

月
以
降
、
厚
労
省
は
「
審
査

支
払
機
関
の
あ
り
方
に
関
す

る
検
討
会
」
を
設
置
し
議
論

を
進
め
て
い
る
。

　

「
レ
セ
プ
ト
審
査
率
と
手

数
料
を
連
動
」「
国
保
連
と

支
払
基
金
の
統
合
等
」
の
ど

と
し
て
い
る
。現
段
階
で
は
、

「
統
合
は
し
て
も
コ
ス
ト
減

は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
。

両
者
を
競
争
さ
せ
て
い
く
方

が
医
療
費
削
減
に
な
る
」
と

し
、
健
保
組
合
が
支
払
基
金

で
な
く
国
保
連
に
請
求
で
き

る
具
体
的
規
定
を
発
表
し
て

ト
審
査
率
と
手
数
料

を
連
動
」「
国
保
連

と
支
払
基
金
の
統
合

等
」
等
に
つ
い
て

「
見
直
し
を
行
う
」

も
の
と
さ
れ
た
こ
と

　

２
０
０
９
年
11
月
に
実
施

さ
れ
た
行
政
刷
新
会
議
「
事

業
仕
分
け
」
で
、「
レ
セ
プ

　

厚
労
省
が
進
め
る
支
払
基
金
「
改
革
」
の
実
態
に
つ
い

て
、
全
国
診
療
報
酬
支
払
基
金
労
働
組
合
の
前
中
央
執
行

委
員
長
・
南
鉄
雄
氏
の
寄
稿
を
紹
介
す
る
。

支
払
基
金「
改
革
」の
実
態

支
払
基
金「
改
革
」の
実
態

全
基
労
前
中
央
執
行
委
員
長
・
南
鉄
雄

全
基
労
前
中
央
執
行
委
員
長
・
南
鉄
雄

上

か
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
チ
ェ

ッ
ク
の
充
実
を
図
っ
て
い
く

こ
と
に
あ
る
。
歯
科
で
は
、

算
定
ル
ー
ル
に
対
す
る
適
合

性
を
点
検
す
る
た
め
に
チ
ェ

ッ
ク
で
き
る
項
目
を
洗
い
出

し
、
シ
ス
テ
ム
チ
ェ
ッ
ク
に

登
録
し
て
い
く
。
全
国
共
通

の
も
の
は
、
基
金
本
部
が
登

録
し
、
該
当
し
な
い
も
の
の

う
ち
支
部
で
共
通
の
も
の
を

支
部
ご
と
に
登
録
す
る
。
さ

ら
に
は
職
員
が
自
分
の
担
当

医
療
機
関
の
原
審
査
及
び
保

険
者
再
審
に
よ
る
査
定
事
例

よ
り
登
録
し
て
い
く
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
チ
ェ
ッ
ク

を
最
大
限
活
用
し
、
基
金
職

員
に
よ
り
疑
義
と
思
わ
れ
る

も
の
を
審
査
委
員
に
提
言
す

る
。
原
審
査
で
査
定
点
数
に

占
め
る
寄
与
率
を
40
％
か
ら

70
％
ま
で
引
き
上
げ
よ
う
と

数
値
目
標
を
出
し
て
い
る
。

 

（
つ
づ
く
）

重
な
１
冊
に

な
っ
て
い

る
。
追
加
は

協
会
事
務
局

ま
で
。
１
冊

１
５
０
円
。

Ａ
５
判
44

㌻
。

　

協
会
が
常
任
幹
事
を
務
め

る
大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議

会
が
『
２
０
１
１
年
版
相
談

活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
写

真
）
を
発
行
し
た
。
医
療
費

控
除
の
申
告
方
法
や
国
保
料

の
減
免
制
度
、
住
民
税
が
非

課
税
に
な
る
条
件
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
社
会
保
障
制
度
に

つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。
ま

た
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

者
向
け
の
支
援
情
報
も
盛
り

込
ん
だ
。

　

協
会
は
、
患
者
さ
ん
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
今
号

に
同
封
し
、会
員
に
届
け
る
。

制
度
利
用
時
の
患
者
さ
ん
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
待
合
室

で
の
設
置
な
ど
、
医
院
で
の

活
用
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

医
療
や
介
護
、
子
育
て
な

ど
社
会
保
障
制
度
の
多
く

は
、
役
所
の
窓
口
で
申
請
し

な
い
と
利
用
で
き
な
い
。
制

度
の
理
解
と
利
用
を
促
す
貴

相
談
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

医
院
で
活
用
を


